
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
交付金事業に要した

経費
交付金充当額 備 考

1 地域活性化措置 用瀬保育園運営事業 鳥取市 8,823,000 6,000,000



Ⅱ．事業評価個表

無

　  　      
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　

（７）成果及び評価に係る第三者機関等を活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、その名称及び構成員等
を記載

番号 措置名 交付金事業の名称
1 地域活性化措置 用瀬保育園運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鳥取市
交付金事業実施場所 鳥取県鳥取市用瀬町用瀬831-2　(鳥取市立用瀬保育園)

交付金事業の概要 鳥取市立用瀬保育園の保育事業に係る職員5名分の人件費5ヶ月分に充当

総事業費 8,823,000
交付金充当額 6,000,000
うち文部科学省分 0
うち経済産業省分 6,000,000

交付金事業の成果目標

　近年の急激な少子化、核家族化の進展、また人口が減少するという厳しい中で、地域に住む次世代を担う児
童の育成のためにも、引続き保育園事業の継続・安定運営が求められています。
　例年、年度途中からは入所児童数が定員を超える状況であり、今年度当初は入所児童40人中37人(92.5%)が
本地域で暮らしていることから、本地域の保育事業に対する需要が大きいことがわかります。
　本地域での充実した保育体制の維持により、安心して産み育てられる環境を作り、子育て世帯の仕事と育児
の両立の支援などに効果を発揮することを目標とします。

交付金事業の成果指標

上記目標を達成するためには、児童一人ひとりに多く目の行き届くよう職員配置を基準より多くし、きめ細やか
な保育サービスを提供し、保護者の子育て・保育ニーズに対応した保育園運営を実施することが必要です。
そこで、用瀬保育園入所世帯へ保育園の満足度についてのアンケート調査を実施し、各項目に対し、8割以上
満足しているという回答を得ることと定めます。

交付金事業の成果及び評価

　満足度アンケートの結果、保育内容と行事については全世帯から満足という回答(全30世帯中29世帯、1世帯
は無回答)を得ることができ、本交付金を活用し、充実した保育体制で保育園の運営にあたることができたた
め、良い結果へ繋がったと考えられます。
　しかし、給食については、満足という回答(29世帯、97%)がありましたが、1件不満(おやつや虫歯予防について
改善の要望)と回答する世帯もあり、今後に改善の余地のあることが判明しました。
　また、昨年度は不審者等への防犯対策について2件意見がありましたが、今年度のアンケートでは意見があ
がらなかったことから、職員一人ひとりの意識により、改善に繋がったと考えられます。
引き続き、職員一人ひとりの意識を高く持ち、より良い保育園の運営に繋げていきます。

（４）交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。
（５）交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。
（６）交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無 交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 33年度
　（備考）（１）事業ごとに作成すること。 

（２）番号の欄は、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

― 8,823,000

8,823,000計

（３）交付金事業の成果目標の欄は、発電用施設周辺地域整備法第1条（目的）を踏まえて具体的に記載すること。

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

人件費 雇用


